ナチス期における法定相続分および遺留分の改正論議 (1) : ドイツ法アカデミー相続法委員会の審議の検討 by 伊藤 司























































































の帝国司法委員 Reichskommissarsfur die Gleichshaltung der Justiz in den 
Landern und die Erneuerung der Rechtzordnung，ナチス法律家悶盟指導者















































1) 拙稿 fドイツ民法典(BGB) における法定相続分および遺留分規定の成立過程
(l) ~(4・完 )J 南山法学 30 巻 l 号 l 頁， 2号 l頁， 3・4合fjf号 211"， 31巻 1・2合
併号 401 頁 (2006 年~2007 年)。
2) 例えば， Lange/Kuchinke， Erbrecht. 5. Aufl.， 2001， S.31.， Kipp/ Coing， Erbrecht， 
14. Aufl.， 1990， S.15など。
3) 五十嵐渋「遺留分制度の比較法的研究(三完)J法協 69 巻 3~手 267 1"1 (1951年)
以下の検討が最も詳紛な研究であろう。
4) 古くは，主主妻栄 fナチスの私法原理とその立法J(1934 :$)， iナチスの民法理論j
(1933年)，現在{まいずれも我姿子民法研究Ij(有斐閣， 1970年)213]三 241頁，
否姿光俊 Fナチス民法学の精神.!(岩波三霊感， 1942年)の検討があり，近時は五十
嵐・前掲注 3)論文・広渡清吾 fナチスと利益法学(一)(二・完)J論議91巻 3号 1
3ま(1971年)，悶「キュッツベ/レク(Kitzeberg)会主義における務き法律家たちj論
議92巻4・5・6号 278頁(1973年)， I渇「二人のハンワッヒー?ナチス私法学3研





7) 彼は 1920王手初めからヒトラーに滋了され， ヒトラーがナチス等lこ入党して以来完
全にその践になっていた。 Vgl.Hans Hattenhauer， Die Akademie氏irDeutsches Recht 
(1933-1944)， JuS 1986，680. 
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とする理解がー絞的であるが(例えば， Hattenhauer， a.a. O. S.684.，広渡済委?法
徐からの自白と:il!i;滋(臼本評論宇土， 1986年)392 Jliもそのことを示唆している)， 
話はそう単純ではないように怒われる， という点である。この点については，その
根拠も含めて別稿において詳述したい。






















第 I閉会議 1935 年 5 月 3 日 ~513
問題点、についての意見交換
第 2閉会議 1935年 6月113~6 日
遺言相続，法定栂続，遺産分割，遺産に対する資任の問題について
第 3由会議 1936 年 1 月初日 ~26 臼
包括承継，共同相続人，遺言執行者，遺産管理人，法定相続，先位および後
位相続，相続証書，遺産に対する責任の問題等について議論
第4閉会議 1936 年 9 月 15 日 ~20 日
相続税，棺続閤復請求権等の問題について議論
第 5田会議 Iヲ37 年 2 月 25 日 ~27 臼
遺言の形式，遺言能力，遺言の解釈，非嫡出子の相続，遺留分，必然相続権
についての審議
第6沼会議 1937 年 7 Fl 3 日 ~5 日
についての最終審議，非矯出子の相続分，遺w1分等について審議。
第 7閉会議 1937年 10Fl 14 13~20 日
血族相続，配偶者相続権，共同相続，遺産分割等の問題について議論。
第8田会議 1ヲ37 年 10 月 27 日 ~28 13 
相続証書等の問題について議論
第9盟会議 1937 年 12 月ヲ日 ~ll 日
相続人の糞任等の問題について議論



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1919年から 1922年にかけてライブチッヒ大学で法学ぞ修め， 1922年に第 l次国家
試験を rgutJの成績で突破し， 3年間の実務修若手を緩て 1925年2月15B tこ第2次
国家試毅{こ合格した。さらには，修潔中{こ惑いた論文により 1925年 5月 28B (こ
ジーパー教授(ハインリツヒ・ジーパー教授針。f.Heinrich 5iberは， 1870年 4月 10
日ストラー/レズント 5tralsund生まれ。当特ライブチッヒ大学のローマ法および民
法の教授。)の下で法学博士の学位制等た。その後， 1930年に教授資格諮求総文 f古
典時代の所有権移転構成要件における盟系的基喜楽 Daskausale Element im Tatbe-
stand der klassischen EigentumstraditionJによち教授資格制尋た。その直前の 1929
年4月1日にナチス党lこ入党している。これは比絞約王手い時期の入党といえよう。
その後は，裁判官としての活動とザクセンの国民教育省Volksbildungsministerium
で大学担当13Hochschulreferentとしての活動とを王子行して行い， 1934年 4Fl 1白
からプレスラク大学法学部の教授に就任している c つまりは，この委員会のさ当時lこ
はお援の若き教授であったわけである c その後， 193ヲ年にミュンへン大学教授に
転出し，終戦を迎える。終戦後は 1945年 10月9B {こミュンヘン大学ぞ箆免された
後， しばらく弁護士として活動し， 1948年から 1951年にかけてはパンベルク留学…
神学大学derphilosophisch-teologischen Hochschule Bambergで教壊に立ち， 1951 
王手にザールブリュッケン大学教授となち， そして 1953年からはグユ/レツプノレク大学
教授として 1967年の定年まで勤めた。 1977年9月 17B {こシュタ/レンベルク 5tarn同
bergで死去した。
なお，このランゲ教授の履僚に認しては，ランゲ教授についての包括的なおそら
く唯一の検討であろうと感われる WilhelmWolf， Vom alten zum neuen Privat-
recht. Das konzept der normgestutzten Kollekti、'ierungin den zivilrechtlichen Ar-








ある。 Vgl.Wolf，孔a.O. 5.15 Anmerkung 1.なお，ランゲ教授の緩援については，
広主主溶'dr二人のハンリッヒ-ナチス私法学i研究ノートj社会科学研究 33巻5
号 81:&(1981年)および広渡消忍?法律からの白痴と逃避J(日本評論社， 1986 
年)内「人名索引・人物直接伝J31:&以下も参照c
2) 1. Denkschrift: Das Recht der Testaments， 1937， 1325.; 
31 
2. Denkschrift: Die Ordnllng der gesetzlichen Erbfolge， 1938， 275 S.; 
3. Denkschrift: Die Regelllng der Erbenhaftllng， 1939， 228 S.; 
4. Denkschrift: Ervγεrb， Sicherung llnd Abwicklllng der Erbschaft， 1940， 335 S.; 
5. Denkschrift: Erbeinsetzllng， andere Zmγendllngen llnd Erbschein， 1942， 358 S 
の5つである。
3) Die Ordnllng der gesetzlichen Erbfolge， 2.Denkschrift des Erbrechtsallsschllsses 
der Akademie fur Delltschens Recht， Arbeitsberichte dεr Ak昌demiefur Delltsches 
Recht herausgegenen von dem Prasidenten der Akademie fur Deutsches Recht 
Reichsminister Dr. Hans Frank Nr. I， 1938. 
4) 残っている記録を集めたのが， Werner Schubert et.al. (hrag.)， Akademie fur Deut-
sches Recht 1933-1945 Protokolle der Ausschusse， Band I1， 8， Erbrechtausschus 




6) この演説は， Werner Schubert， Erbrechtausschus， S.12 f.の1935年 5月3Bの委
員会の議事録に記録されているが，これとほぼ向文のものが HeinrichLange， Ge-
meinschaftsgebundenes Erbrecht. Einleitender Vortrag des Vorsitzenden zur Eroff-
nllngssitzung des Erbrechtsausscusses am 3. j¥iai 1935.， JbAkDR， 1935， S.6-22.にも
掲殺されている。




定栂続分および遺留分規定の成立過程(3)J潟山法学 30巻3・4合併号 36Ji (2007 
年)参照。
10) Werner Schubert， Erbrechtallsschus， S.16. 
11) Werner Schubert， Erbrechtausschus， S.19 
12) Werner Schubert， a.a. O. 
13) Werner Schllbert， a.a. O. 
14) Werner Schllbert， Erbrechtausschus， S.19-20 
15) "¥へ1erner Schubert， Erbrechtausschus， S.16-i. 
16) いちいち指摘しないが，例えばHeinrichLange， Die Entwicklung der Wissenscha仕
vom burgerlichen Recht seit 1933. Eine Privatrechtsgeschichite der nellesten Zeit， 




17) Werner Schubert， Erbrechtausschus， S.20. 
18) というよりむしろナチズム約な発想からといったほうがいいのかもしれない。
19) ¥γerner Schubert， a.a. O. 
20) Werner Schubert， a.a. O. 
21) この区別については錦繍 fドイツ民法典(BGB)における法定相続分および遺留
分規定の成立過程 (1)J詩雪山法学30巻 1号47]'[)主68(2006年)参照。
22) Werner Schubert， a.a.O. 
23) ¥;九rerner Schubert， Erbrechtausschus， S.20-1. 
24) Werner Schubert， Erbrechtausschus， S.21. 
25) Werner Schubert， Erbrechtausschus， S.17. 
26) Werner Schubert， Erbrechtausschus， S.23. 
27) いiernerSchubert， a.a. O. 




30) Werner Schubert， ErbrechtausschuE， S.43-4. 
31) Werner Vogels. 1888年生まれ。 1914年{こ第2次試験lこ合格後検祭'g(こ。[![後lこ
第 1次役界大戦lこ従主答。戦後，検察?ぎに後燥した後， 1守30年まで占領地域に隠する
帝E罰委長となり， 1ヲ30年からは帝国主立法省の民法担当部局に勤務していた。 1939年
にナチス党党箆になる 3 その後 1ヲ必至手3)'Hこ等放で死亡c 後にみるように， このあ
との民法改正の司法省側の中心人物の i人となるo 以上の履歴につき， Vgl. Werner 
Schubert (Hrsg.)， Ausschus fur Personerト， VereinトundSchuldrecht. 1934-1936， 
1990， S.82-3. 
32) Werner Schubert， Erbrechtausschus， S.54-5. 
33) Prof. Heinrich Stol. 1891年生まれ。ベノレリン， フライブノレク， ミュンヘンそし
てハイデ/レベルクの各大学で法学をと修めた後， 1923年lこハイデjレベノレクにおいて大
学教授資格を取得し，ブライブ/レク大学の員外教授を?緩て，チューピンゲン大学の
教授となった。 1937年6Jヨに死亡。以上の履授につき， Vgl. Werner Schubert 




34) Bericht uber die Sitzungen vom 3. -5.5.1935 (Berlin) und vom 1. -6.10.1ヲ35
( Oberschreiberh誌u)aus dem Arbeitsbericht Nr.9/10 S. 14-23 (Heimliche Testa-
mente und Testamentsrecht， Gesetzliche Erbfolge und deren Begrenzung. Stellung 
33 
des Fiskus als gesetzlicher Erbe)， inVγ己rner5chubert， Erbrechtausschus， 5.5. 
35) 以上の決定内容については， V gl.Bericht uber die 5itzungen vom 3. -5.5. 1935 
(Berlin)むndvom 1. 6.10.1935 (Oberschreiberhau) aus dem Arbeitsbericht 
Nr. 91105.14-23 (Heimliche Testamente und Testamentsrecht， Gesetzliche Erbfolge 
llnd deren Begrenzung. 5tellllng des Fiskus als gesetzlicher Erbe)， inVヘrerner 5chu-
bert， Erbrechtausschus， 5.8-9 
36) Bericht uber die 2. Arbeitstagung vom 1. -6.10.1935 in Oberschreiberhau 
(ZADR 1935， 5.883)， inWerner 5chubert， Erbrechtausschus， 5.61. 
37) この点につき， Vgl， Gust呂vBoehmer， Vorschlage fur die Gestaltung der gesetzli-
chen Erbfolgeordnung (Januar 1936)， inBericht uber die 2八rbeitstagungvom 1 
6.10.1935 in Oberschreiberhau (ZADR 1935，5.883)， inWerner 5chubert， Erbrecht-
司USSChll仏5.531.
38) Gustav Boehmer， Vorschlage zur Neuordnung der gesetzlichen Erbfolge (BGB 
SS 1924-1936)， 5chriften der Akademie fur Deutsches Recht， Nr. 5， Berlin， 1938. 
3ヲ) Boehmer， a.a. 0.5.12-3. 
40) Boehmer， a.a.O. 5.14. 
41) Boehmer， a.a. 0.5.50. 
42) Boehmer， a.a. O. 5.73 
































69) 第2報告書}S. 58. 
70) 第2報告三議 S.59
71) 議会における議論については， vVerner Schubert， Erbrechtallsschus， S.XIX 以下が
有益な探鏡石ケ与えてくれる。さらには，第 1次役界大戦前{こ司法省参事官であった
へ/レメス博士による築家も残されている (Dr.j. Hermes， Der Gesetzentwllrf uber 
das Erbrecht des Staates， 1913.)。この草案においては，相続傍j始時{こ被羽目続人と隠
居していた者に劣後ずる形で国療が総統人となることが主張されている。
35 
